
vol.16
2 0 0 7 . 1 0

C O N T E N T S

くしろ丹頂

シリーズ ファーム ア・ラ・カルト 1

2カメラアングル

32007北海道ホルスタインナショナルショウ開催

5「タオルを贈る運動」メッセージ、家畜販売市況情報

6普及センターだより

7理事会報告／生乳生産実績（平成19年度9月）

JAくしろ丹頂
広報誌

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
16
平
成
19
年
10
月
発
行

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

編　集　後　記
EDITOR

,
S NOTE

成田 美咲さん（音別地区）ジュニアリードマンコンテスト 3位入賞

「もぎたて市」にて



ファーム

ア・ラ・カルト

シリーズシリーズシリーズ
　

酪
農
を
巡
る
情
勢
が
か
つ
て
な
い
厳
し
さ
に
さ
ら
さ

れ
、
乳
価
と
収
益
の
安
定
性
の
神
話
が
崩
れ
去
る
予
兆

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
質
生
産
調
整
と
い
え
る
減
産

型
計
画
生
産
も
２
年
目
を
迎
え
、
生
産
者
の
規
模
拡
大

へ
の
意
欲
も
そ
が
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

乳
製
品
の
需
要
拡
大
を
受
け
、
平
成
20
年
度
に
は
各
社

の
チ
ー
ズ
新
工
場
が
稼
働
し
、
チ
ー
ズ
仕
向
け
が
拡
大

す
る
と
増
産
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
向
け
た
対
応
が
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
け
る
酪
農
は
90
年
代
に
入
る
と
施
設
の

更
新
、
後
継
者
へ
の
承
継
な
ど
を
機
に
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
方
式
を
導
入
し
て
増

頭
を
図
る
農
業
者
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で

は
さ
ら
に
発
展
し
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
（
※
）
と
称
せ
ら
れ

る
超
大
型
経
営
が

急
速
に
増
え
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹

頂
管
内
に
お
い
て

は
、
歴
史
を
守
り

つ
つ
そ
の
中
か
ら

新
し
い
経
営
理
念

を
模
索
し
、
技
術

を
高
め
続
け
て
い
る
農
場
や
、
共
同
経
営
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
農
場
と
、
新
規
に
設
立
さ
れ
た
意
欲
的
な
農

場
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
生
産
意
欲
を
高
め
合
っ
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
近
年
積
極
的
に
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ

て
い
る
生
産
者
の
方
々
や
共
同
経
営
農
場
な
ど
を
次
号

よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
：
ホ
ク
レ
ン
で
は
年
間
の
生
乳
出
荷

量
が
１
，
０
０
０
ｔ
以
上
の
経
営
を
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
と

呼
び
、
酪
農
総
合
研
究
所
（
雪
印
乳
業
）
で
は
高
度
な

経
営
管
理
の
も
と
主
体
的
に
リ
ス
ク
を
負
い
経
営
多
角

化
な
ど
の
展
開
に
よ
っ
て
規
模
の
経
済
性
を
超
え
た
生

産
性
の
向
上
を
実
現
す
る
分
岐
点
を
年
間
の
生
乳
生
産

量
が
３
，
０
０
０
ｔ
以
上
（
頭
数
規
模
で
み
る
と
、
お

お
よ
そ
経
産
牛
頭
数
３
０
０
頭
以
上
）
の
経
営
と
し
、

こ
れ
以
上
を
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
と
定
義
し
て
い
る
。

自動給餌機

ロータリーパーラー

工　　場

TMRセンター

（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）
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カメラ

アングル
今月のカメラアングルは、女性
部野菜即売会、青年部ソフト
ボール大会などの模様をお届け
します。

職員コンプライアンス研修会各支所で開催
　９月18日より各支所で行われていたコンプライアンス研修
会が、９月27日の鶴居本所での開催をもって終了しました。
　改正道交法の施行を受け、今年は飲酒運転に関する内容のＤ
ＶＤで事例研修をしました。
※コンプライアンスとは、新聞などでは「法令遵守」と訳され
ていますが、実際は「法律や企業倫理を遵守すること」です。
現在、様々な業界で倫理意識の欠如を
原因とする企業の不祥事が増えている
背景がありますが、このコンプライア
ンスが重要であるとの観点から、ＪＡ
くしろ丹頂でも合併と同時にマニュア
ルが制定されております。

女性部野菜即売会開催
　９月１2日、Ａコープ鶴居店前にて、鶴居女性部
主催の自家産野菜展示即売会が催されました。ま
た、10月７日には、セイコーマート幌呂店駐車場
にて、幌呂女性部主催の「も
ぎたて市」が開催されまし
た。会場は鶴居村で元気に
育った野菜を求める大勢のお
客さんで賑わいでした。

横浜市立南高校ファームステイ受入
　10月９日から３日間、横浜市立南高校の修学旅
行生によるファームステイがあり、ＪＡくしろ丹頂
でも39戸で80人を受け入れました。生徒たちは２
人から３人で１軒の農家に
ファームステイし、農家の
生活や農村環境の実情を学
んだほか、２日目には乳製
品の加工や乗馬なども体験
しました。

青年部ソフトボール大会
　９月27日、鶴居村球技場においてＪＡくしろ丹
頂青年部により部員交流ソフトボール大会が開催さ
れ、各地区代表者で編成された４チームが対戦し交
流を深めました。
　当日は雨が降ったりやんだりのあいにくの天候
でしたが、その後の親睦会では試合中のプレー内
容や、また、青年部ら
しく２番牧草やデント
コーンの話題などで大
いに盛り上がりまし
た。
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2007北海道ホルスタインナショナルショウ 開催
　年に１度、ホルスタインの北海道チャンピオンを決める２００７北海道ホルスタインナショナルショウが開催されました。オ
フィシャル・ジャッジの山口　寿典氏［㈱十勝家畜人工授精所］、アソシエート・ジャッジの山田　光男氏［別海町酪農家］
が、全道より予選を勝ち抜いてきた乳牛３９９頭を審査しました。ＪＡくしろ丹頂からは１１農場から１７頭が出品され、その
なかから５頭が１等賞に選ばれました。出品牛の成績は表のとおりです。
　尚、グランドチャンピオンにはレスポアール　レーガンスター　ハーゲン（豊富町　佐藤　道寛氏出品）が昨年に続いて2度
目の受賞を果たしました。

７部

１等賞４席 717 アワープライド　ジエスロ　ラリー 植田　紘史（幌呂）

２等賞２席 704 エメラルド　ローリン　コースト　ジエスロ 松田　浩二（白糠）

３等賞５席 707 ダイアネ　ジエスロ　レイダー 田井　克廣（音別）

３部 １等賞３席 330 ＯＰ　エムビービー　Ｓ　ラブリー 植田　紘史（幌呂）

４部 ２等賞６席 418 ダッチランド　モーテイ　デラ 斉藤　　滋（鶴居）

６部 ３等賞１席 616 エルムパーク　ＢＣ　フランチエスコ 安藤　　功（幌呂）

１部 ３等賞３席 122 サイエンテイー テインカーベル ロキシー ＲＥＤ ＥＴ 成田　美咲（音別）

２部
１等賞５席 238 パインヘイブン エフ　ビー　アイ 松井　俊治（幌呂）

３等賞11席 215 Ａ　スーパー　アストロノミカル 安藤　　功（幌呂）

215238122

330 418 616

717 704 707
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　昨年に引き続き同時に開催されたジュニアリードマンコンテストにおいて、成田
純哉さん（音別）の愛娘美咲さんが小・中学生のクラスで、第３位に入賞されまし
た。美咲さんはさらに、ヤングブリーダーカップでもリザーブグランドチャンピオ
ンに輝き、そのリード技術と出品マナーを晴れの舞台で認められることになりまし
た。（表紙写真）

11部
２等賞10席 1123 ＴＫＳ　ミツクス　ポリデント 清水　武志（鶴居）

３等賞３席 1128 オープン　クレイ　ジエスロ 伊深　洋平（白糠）

13部 ３等賞９席 1307 ウイス　イグニター　セル 菊地　　稔（鶴居）

９部 １等賞５席 921 ＯＰ　オラホーム　ダーハム　ブレンダ　Ｄ 植田　紘史（幌呂）

10部
１等賞５席 1022 ＴＭＦ　ダーハム　アン　センビユー 成田　純哉（音別）

３等賞１席 1013 セイワ　ヘンドリカ　トウランフアーム　ＥＴ (農）清和農場（鶴居）

８部
２等賞４席 839 ＯＰ　オラホーム　ジヨジヨ 植田　紘史（幌呂）

３等賞18席 802 ＴＫＳ　ペロペロ　リンカーン　ストーマテイツク 清水　武志（鶴居）

839

802

10131022921

1123 1128 1307
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5

「タオルを贈る運動」メッセージ
　「こんせん７２牛乳」利用者の方々より、贈られたタオルと共にメッセージをい

ただいております。ここでは、その一部を紹介させていただきます。（2005 年度は

８万 8,462 枚のタオルと 7,466 通のメッセージをいただきました。）

家畜販売市況情報  19年9月現在

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ５００円/kg

４０kg～４４kg ４００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ４５０～４００ ４００～３７０

経　
　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３００　　　～　　　２５０

４ 産 ～ ５ 産 ２５０　　　～　　　２００



　

十
月
は
粗
飼
料
の
収
穫
も
終
わ
り
、

堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
散
布
に
適
し
た
時
期

で
す
。

　

来
年
に
向
け
、
さ
ら
に
良
質
な
粗
飼

料
を
生
産
す
る
た
め
に
、
秋
の
有
機
物

施
用
と
石
灰
の
散
布
を
し
ま
し
ょ
う
。

一　

自
給
肥
料
の
活
用

　

堆
肥
や
ス
ラ
リ
ー
、
尿
に
は
肥
料
成

分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

堆
肥
の
肥
効
は
緩
効
的
な
の
で
化
学
肥

料
に
比
べ
て
マ
メ
科
牧
草
を
良
好
に
維

持
で
き
る
特
性
も
あ
り
ま
す
。
散
布
し

た
有
機
物
の
肥
料
養
分
量
は
、
翌
春
に

減
肥
が
可
能

で
す
。

①
施
用
時
期

　

秋
の
有
機

物
散
布
は
、

翌
年
の
牧
草

収
量
を
高
め

ま
す
。
土
壌

凍
結
・
積
雪

時
期
を
避
け

て
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

　

翌
年
の
収

量
性
や
マ
メ

科
率
の
維
持

の
た
め
に
効

果
的
な
施
用
時
期
は
、
チ
モ
シ
ー
主
体

の
混
播
草
地
で
十
月
下
旬
ま
で
で
す
。

　

翌
春
草
地
更
新
を
予
定
し
て
い
る
ほ

場
で
は
地
温
が
十
分
に
低
下
し
た
十
月

中
旬
以
降
に
散
布
し
、
た
だ
ち
に
土
壌

と
混
和
し
ま
し
ょ
う
。

②
施
用
量

　

堆
肥
の
施
用
量
は
、
維
持
段
階
で
は

乾
物
収
量
や
マ
メ
科
率
の
関
係
か
ら
十

ア
ー
ル
当
た
り
四
ト
ン
、
ス
ラ
リ
ー
は

秋
と
春
（
五
月
中
旬
ま
で
）
に
二
〜
三

ト
ン
ず
つ
分
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

更
新
草
地
と
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

栽
培
予
定
ほ
場
は
、
堆
肥
五
ト
ン
を
上

限
と
し
て
散
布
し
ま
す
。

二　

土
壌
改
良
資
材
（
石
灰
）
の
散
布

　

土
壌
中
の
pH
矯
正
は
更
新
・
造
成
時

に
行
う
の
が
基
本
で
す
。
維
持
草
地
で

は
、
毎
年
炭
カ
ル
換
算
で
十
ア
ー
ル
当

た
り
四
十
㎏
程
度
施
用
し
、
土
壌
の
酸

性
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
二
年
分
を
一

括
施
用
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

石
灰
の
施
用
時
期
は
、
刈
り
取
り
が

す
べ
て
終
わ
っ
た
後
の
十
一
月
ま
で
と

し
ま
す
。

三　

草
地
の
物
理
性
改
善

　

草
地
が
経
年
化
す
る
と
、
古
い
根
が

残
り
ル
ー
ト
マ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
な
ど
で
大
型
機
械
を
利
用

す
る
と
草
地
表
面
が
徐
々
に
締
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
草
地
に
穴
を
あ

け
た
り
、
溝
を
切
る
「
エ
ア
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
草
地

の
根
元
に
酸
素
を
供
給
し
、
物
理
性
の

改
善
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

写
真
１
は
実
際
に
管
内
で
利
用
さ
れ

て
い
る
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
専
用
の
作
業

機
で
す
。
機
械
に
は
、
手
裏
剣
の
よ
う

な
歯
が
何
枚
か
装
着
さ
れ
、
ト
ラ
ク
タ

が
牽
引
し
、
ほ
場
に
穴
を
開
け
て
い
き

ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
専
用
の
作
業
機
が
あ
り

ま
す
が
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
な
ど
で
も
行

え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
釧
路
中
西
部
支
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

6

普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

表１　有機物施用により供給される年間の養分量　
（現物１トンあたり）

窒　素 リン酸 加　里
施用当年 ２年目 施用当年 施用当年

堆肥 1.0㎏ 0.5㎏ 1.0㎏ 3.0㎏
スラリー 2.0㎏ 0.5㎏ 4.0㎏
尿 5.0㎏ 11.0㎏

こ
れ
か
ら
の
草
地
管
理

写真２　穴の様子

適
正
な
施
用
量
の
考
え
方

○
牧
草
地
と
し
て
の
生
産
性
を
維

持
す
る

○
収
穫
草
の
品
質
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と

○
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
硝

酸
態
窒
素
残
存
量
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
範
囲

写真１　穴をあける専用作業機
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「もぎたて市」にて

理　事　会　報　告

９月定例理事会
平成19年９月26日（水）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第２四半期末）報告
４．８月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．平成19年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果に
ついて

７．釧路地区農協組合長会海外農業事情調査への参加に
ついて

付議事項 
議案第１号　ＪＡ全国監査機構監査の結果に対する回答に

ついて
議案第２号　余裕金運用規程の一部変更について
議案第３号　余裕金運用等にかかるリスク管理手続の設定

について
議案第４号　固定資産（ＴＭＲミキサー）の取得について
議案第５号　固定資産（土地）の処分について
議案第６号　大口信用供与先に対する融資の承認について
その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会の開催について
２．その他

■平成19年度　生乳生産実績（9月）

月計乳量（kg） ９月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,766,106.8 100.7 49,572,418.8 102.0

（ 鶴 居 地 区 ） 2,485,897.8 102.8 15,722,739.9 103.8

（ 幌 呂 地 区 ） 2,093,123.8 104.2 13,281,164.0 104.7

（ 白 糠 地 区 ） 1,868,714.8 99.3 12,032,414.9 100.8

（ 音 別 地 区 ） 1,318,370.4 94.1 8,536,100.0 96.4

管 内 計 42,948,310.2 101.2 266,367,446.3 101.0

（平成 18 年度管内計） 42,421,465.6 263,687,344.3

□10月からたくさんの物の値上げが始まり、今のこの状況ではそれは仕方のないことと思います。消費者
の皆さんは、ある程度納得して購入しているはずです。なくてはならないものなのですから、一切買わ
ないというわけにはいきませんし、ましてや店にそれがなくなってしまっては、元も子もありませんよ
ね。牛乳も、そのなくてはならないものの一つに違いないことは消費者の皆さんもわかっているはずで
すが、どうでしょうか…？

ＪＡ事務所開所時間変更のお知らせ
　10月１日から職員就業規則（就業時間）の改正に伴い、本所と３支所の事務所の開所時間が15分間早まり、
８時30分からになりましたので、よろしくお願いいたします。

辞　令　発　令
　10月１日付で下記の２名の辞令が発令されました。 

氏　　　名 発　　　　令　　　　内　　　　容

山　本　　　悟 音別支所金融共済課総務係兼共済係を命ずる。

髙　原　　　香 職員に採用する。白糠支所金融共済課金融係を命ずる。


